
鵜
飼
文
化
を
介
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
編
と
建
築
の
提
案

鵜
飼
文
化
を
介
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
編
と
建
築
の
提
案

・
伝
統
漁
法
で
あ
る
鵜
飼

鵜
飼
と
は
︑
鵜
と
い
う
鳥
を

巧
み
に
操
る
こ
と
で
︑

鮎
な
ど
の
川
魚
を
捕
ら
せ
る

伝
統
漁
法
で
あ
る
︒

鵜
匠
自
ら
が
飼
い
慣
ら
し
た

鵜
を
利
用
す
る
︒

古
く
か
ら
日
本
各
地
で
行
わ

れ
て
き
た
︒

現
在
日
本
で
は
︑
十
一
か
所

の
地
域
で
の
み
受
け
継
が
れ

て
い
る
︒

・﹁ 

鵜 

﹂
と
い
う
鳥

日
本
の
鵜
飼
で
は
︑
海
鵜
︵
以
降
﹁
鵜
﹂︶
が

利
用
さ
れ
る
︒
大
型
の
渡
り
鳥
で
︑
ロ
シ
ア

沿
海
州
や
北
海
道
な
ど
︑
沿
岸
部
断
崖
か
ら

本
州
や
九
州
に
至
る
日
本
各
地
の
沿
岸
部
に

渡
る
︒

・
方
法
と
目
的

本
研
究
は
鵜
飼
文
化
を
把
握
す
る
こ
と
で
長
い
間
受
け
継
が
れ
て

き
た
鵜
飼
の
本
質
で
あ
る
﹁
動
物
を
利
用
す
る
﹂
と
い
う
論
理
の

全
体
像
を
リ
バ
ラ
ン
ス
に
捉
え
る
試
み
で
あ
る
︒

伝
統
技
術
に
関
す
る
研
究
の
な
か
で
︑
そ
の
変
容
を
政
治
や
経
済

の
変
化
︑
歴
史
的
な
文
脈
の
中
で
捉
え
よ
う
と
す
る
視
点
と
し
て

ポ
リ
テ
ィ
カ
ル
エ
コ
ロ
ジ
ー
論
の
考
え
を
も
と
に
︑
さ
ま
ざ
ま
な

ス
ケ
ー
ル
の
文
脈
の
な
か
で
︑
鵜
飼
文
化
の
変
化
へ
の
影
響
を
考

察
し
た
︒

鵜
を
利
用
し
て
魚
を
捕
る
︒
一
見
す
る
と
そ
れ
が
成
り
立
つ
原
理

は
簡
単
に
説
明
で
き
る
︒
し
か
し
︑
鵜
飼
と
い
う
伝
統
漁
法
は
︑

鵜
の
生
態
や
行
動
︑
個
人
の
技
術
や
気
持
ち
の
持
ち
よ
う
︑
淡
水

魚
の
食
文
化
と
い
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
要
素
が
浮
か
び
上
が
っ
た
︒

こ
れ
ら
を
等
価
に
扱
い
な
が
ら
︑
鵜
飼
文
化
に
機
能
し
て
い
る
も

の
た
ち
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
表
す
︒
ま
た
︑
多
方
面
か
ら
機
能
し

て
い
る
要
素
同
士
の
関
係
性
を
記
述
す
る
︒

日本の鵜飼では鵜を供養する。岐阜市・関市

三次市・笛吹市・大洲市の鵜飼などに、鵜の

供養塔や供養塚がある。鵜飼シーズン終了後、

鵜供養が行われる地域もある。亡くなってし

まった鵜に対する態度も中国の鵜飼と異なる。

﹁
鵜
の
供
養
﹂

・
鵜
飼
文
化
の
一
年

各地の鵜匠たちは、送られてきたウミウの世話をする。このときにウミウの体に頻繁に触れることで、接近や接触をする人間を恐れない

ようにしていく。また、河川環境に慣れされるための訓練や淡水魚の味を覚えさせるなど、野生のウミウを適度に飼い慣らしてゆく。

飼
育
と
訓
練

「夜川ー舟鵜飼ー繋ぎ鵜飼」

鵜飼は , ある程度飼い慣らされた鵜を鵜匠が操ることで行われて

いる。現在日本の鵜飼は、 全国 1 1 か所で行われる。全て観光を

目的としたものであり、生業として続けられているところはない。

鵜
飼
漁

捕獲した個体の体重を計測し、

適したサイズであるかどうか確認

する（ex. 小さすぎる、大人すぎる）。

検査や予防接種などを済ませた後、

健康な鵜を手作りの鵜籠に怪我を

しないようにしてから入れ、全国

の鵜飼地へ送られる。

運
搬

・日立市十王町の海岸壁において捕獲されたウミウの数（5月 1日～ 15 日）

2015 年

21

1.4

4

2016 年

33

2.2

7

2017 年

24

1.6

5

2018 年

25

1.7

5

2019 年

18

1.2

4

総捕獲数

一日の平均捕獲数

一日の最多捕獲数

「ウミウ」は春には北海道や東北の沿岸部へ、秋には四国や九州へ移動するとき、ちょうど

休憩地点となる日立市十王町の海岸壁には、鳥屋（とや）が建っている。鳥屋外におとりの

ウミウを配置し、道具を使って鳥屋の中に引き入れることで捕獲を行っている。

茨城県日立市十王町にて（4月- 6月 、10月- 12月）

捕
獲

供養碑 ー 家族である鵜の供養

鵜匠はいつも、鵜のことを大切に思って行動する。鵜匠にとって

鵜の存在は家族である。毎年鵜飼シーズンが終わっても共に生活

し、一生懸命漁をする毎日を積み重ねていく中で、鵜匠と鵜との

間には絆が生まれる。年老いて漁ができなくなり、引退した鵜も

引き続き鵜匠の家で暮らしている。

オ
フ
シ
ー
ズ
ン
他

5世紀後半 (古墳時代 )
「鵜形埴輪」

群馬県保渡田八幡塚古墳

1299 年 (鎌倉時代 )「絹本著色一遍上人絵伝」

一遍上人絵伝 第七巻第四段

1896年 ( 明治 29年 )  「鵜飼」の記述

うしろより  月になりゐる  鵜舟かな

正岡子規 -季語別子規俳句集

712年、 720 年 ( 奈良時代 )「鵜飼部」 の記述

古事記、 日本書紀

ここに天つ神の御子、「汝は誰ぞ」と問ひたまへば、「僕は国つ神、名は贄持之子と謂ふ」と答へ白しき。こは阿陀の鵜養の祖なり。

7 世紀初め (飛鳥時代 )「鵜飼部」 の記述

隋書 -東夷伝倭国条

倭国以小環挂鸕鷀項　令入水捕魚　日得百余頭

954 年 ( 平安時代 ) -    「鵜飼」 の記述

蜻蛉日記

さる用意したりければ、 鵜飼かずをつくしてひと川浮きてさわぐ。 「いざ、 ちかくて見ん」 とて、 岸づらにもの立て、 榻などとり持ていきて、 下りたれば、 足の下にうかひちがふ。 うつしどもなど、 まだ見ざりつることなれば、 いとをかしう見ゆ。

1008 年 ( 平安時代 )「鵜飼」 の記述

源氏物語-第18帖：松風

にはかなる御饗応と騷ぎて、鵜飼ども召したるに、海人のさへづり思し出でらる。(18) 鵜の真似をする烏

ことわざ

鵜の目鷹の目

ことわざ

1008年 ( 平安時代 )「鵜飼」 の記述

源氏物語-第33帖：藤裏葉
東の池に舟ども浮けて、御厨子所の鵜飼の長、院の鵜飼を召し並べて、鵜をおろさせたまへり。小さき鮒ども食ひたり。(33)

1008 年 ( 平安時代 )「鵜飼」 の記述

源氏物語-第19帖：薄雲

いと木繁き中より、篝火どもの影の、遣水の螢に見えまがふもをかし。－ (19)

1112 年 ( 平安時代 )
「九品來迎図」 一場面

兵庫県鶴林寺太子堂壁画

1954 年 (昭和 29年 )「鵜飼」

川合玉堂

1909年 ( 明治 42年 )「鵜飼図」 

竹内栖鳳

702年 （飛鳥時代）
う か い べ め ず ら め

「鵜飼部目都良売」

美濃国の戸籍 

1686年 ( 江戸時代 )  「鵜飼」の記述

おもしろうて　やがて悲しき　鵜舟かな

 松尾芭蕉 -曠野

1835年 ( 江戸時代 )  「岐阻路ノ驛河渡長柄川鵜飼舩」

渓斎英泉

1936年 (昭和11年) 「岐阜名所長良川の鵜飼」

吉田初三郎

古
墳
　
　
　
５
世
紀
後
半
　
　
鵜
形
埴
輪
が
作
ら
れ
る
︒

奈
良
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　﹁
古
事
記
﹂﹁
日
本
書
記
﹂
に
神
武
天
皇
の
伝
承
と
し
て
鵜
飼
が
登
場
︒﹁
万
葉
集
﹂
に
柿
本
人
麻
呂
︑
大
伴
家
持
の
鵜
飼
の
歌
あ
り
︒

　
　
　
　
　
七
〇
二
　
　
　
　
美
濃
国
各
務
郡
中
里
の
戸
籍
に
鵜
養
部
目
都
良
売
あ
り 

︒ 

　
　
　
　 

平
安
　
　
　
九
二
七
　
　
　
　﹁
源
氏
物
語
﹂
藤
裏
葉
︑
松
風
に
鵜
飼
が
登
場
︒
赤
染
衛
門
︑
尾
張
へ
の
途
中
︑
美
濃
国
杭
瀬
川
で
鵜
飼
を
見
る
︒

　
　
　
　
　
一
一
五
九
　
　
　﹁
平
治
物
語
﹂
に
頼
朝
が
鵜
飼
の
者
に
助
け
ら
れ
て
美
濃
青
墓
に
来
る
と
あ
り

鎌
倉

室
町
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
世
阿
弥
︑
謡
曲
﹁
鵜
飼
﹂
を
作
る
︒

　
　
　
　
　
一
四
三
二
　
　
　
将
軍
足
利
義
教
︑
墨
股
川(

長
良
川)

で
鵜
飼
を
見
る
︒

　
　
　
　
　
一
四
七
三
　
　
　
一
条
兼
良
︑
美
濃
国
江
口(

長
良
川)

で
鵜
飼
を
見
る
︒

安
土

桃
山
　
　
　
一
五
六
八
　
　
　
織
田
信
長
︑
武
田
信
玄
の
使
者
秋
山
伯
耆
守
に
鵜
飼
を
見
せ
る
︒

　
　
　
　
　
一
五
七
三
　
　
　
兎
庵
老
人
︑
河
渡
川(

長
良
川)

で
鵜
飼
を
見
る
︒
織
田
秀
信
の
頃
︑
鵜
飼
舟
十
二
艘
︒

江
戸
　
　
　
一
六
〇
三
　
　
　
大
久
保
長
安
︑
鵜
飼
保
護
の
触
書
を
だ
し
た
と
い
う
︒
こ
の
頃
︑
鵜
匠
長
良
十
二
人
︑
小
瀬
七
人
︒

　
　
　
　
　
一
六
一
五
　
　
　
大
坂
の
陣
の
帰
途
︑
徳
川
家
康
︑
秀
忠
父
子
岐
阜
に
逗
留
︑
鵜
飼
を
見
る
︒
同
年
︑
河
崎
喜
右
衛
門
鮎
鮨
の
御
用
仰
せ
つ
か
る
︑
献
上
鮎
鮨
開
始
︒

　
　
　
　
　
一
六
一
九
　
　
　
鵜
匠
︑
鮨
所
尾
張
藩
に
所
属
す
る
︒
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
一
六
四
六
　
　
　
尾
張
藩
主
徳
川
義
直
岐
阜
に
き
て
鵜
飼
を
見
る
︒
こ
の
頃
︑
鵜
匠
小
瀬
六
人
︒
こ
の
頃
︑
鵜
匠
長
良
十
五
人
︒

　
　
　
　
　
一
六
八
八
　
　
　
松
尾
芭
蕉
︑
岐
阜
に
招
か
れ
て
鵜
飼
を
見
る
︒

　
　
　
　
　
一
七
〇
七
　
　
　
鵜
飼
漁
年
々
厳
し
く
な
り
︑
こ
の
年
長
良
の
鵜
飼
舟
七
艘
と
し
十
四
人
で
操
業
︒
こ
の
頃
︑
鵜
匠
長
良
十
四
人
︑
小
瀬
七
人
︒

　
　
　
　
　
一
七
二
二
　
　
　
長
良
川
洪
水
　
鵜
飼
の
川
筋
︑
古
川
か
ら
井
川(

現
在
の
本
流)

へ
変
わ
る
︒
こ
の
頃
︑
多
良
の
高
木
家
牧
田
川
で
鵜
飼
を
行
う
︒

　
　
　
　
　
一
七
三
一
　
　
　
御
鮨
所
を
御
鮨
元
と
改
称
︒

　
　
　
　
　
一
七
五
二
　
　
　
長
良
川
と
そ
の
支
流
で
の
鵜
飼
の
妨
げ
に
な
る
も
の
を
禁
止
す
る
︒

　
　
　
　
　
一
七
九
七
　
　
　
小
瀬
鵜
匠
五
人
に
な
る
︒

　
　
　
　
　
一
八
六
二
　
　
　
献
上
鮎
鮨
廃
止
︒

明
治
　
　
　
一
八
六
八
　
　
　
有
栖
川
宮
家
進
献
御
用
を
仰
せ
つ
か
る
︒   

小
瀬
鵜
匠
廃
止
︑
川
漁
取
締
役
に
な
り
鵜
飼
続
け
る
︒

　
　
　
　
　
一
八
七
一
　
　
　
長
良
︑
小
瀬
と
も
廃
止
︑
そ
の
後
冥
加
金
か
ら
鵜
飼
税
を
納
め
て
続
け
る
︒

　
　
　
　
　
一
八
七
八
　
　
　
明
治
天
皇
北
陸
ご
巡
行
の
際
︑
岩
倉
具
視
ら
鵜
飼
を
見
る
︒
天
皇
に
鮎
献
上
る
︒

　
　
　
　
　
一
八
九
〇
　
　
　
長
良
川
筋
に
御
猟
場
定
め
ら
れ
る
︒

　
　
　
　
　
一
八
九
八
　
　
　
長
良
川
遊
船
会
社
設
立
さ
れ
る
︒

大
正
　
　
　
一
九
二
二
　
　
　
英
国
皇
太
子
鵜
飼
を
見
る
︒

　
　
　
　
　
一
九
二
四
　
　
　
遊
船
会
社
︑
岐
阜
市
保
勝
会
が
買
収
し
て
営
業
す
る
︒

昭
和
　
　
　
一
九
二
七
　
　
　
遊
船
︑
岐
阜
市
直
営
と
な
る
︒

　
　
　
　
　
一
九
二
九
　
　
　
市
営
納
涼
台
で
き
る
︒

　
　
　
　
　
一
九
五
五
　
　
　 

鵜
飼
観
覧
客
十
万
人
越
え
る
︒

　
　
　
　
　
一
九
六
一
　
　
　
チ
ャ
ッ
プ
リ
ン
鵜
飼
を
見
る
︒

　
　
　
　
　
一
九
七
三
　
　
　﹁
国
盗
り
物
語
﹂
ブ
ー
ム
︑
鵜
飼
観
覧
客
三
十
万
人
越
え
る
︒
　
　
　
　

平
成
　
　
　
一
九
九
一
　
　
　
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
シ
ン
シ
ナ
テ
ィ
市
で
鵜
飼
公
演
︒

　
　
　
　
　
一
九
九
七
　
　
　
天
覧
鵜
飼
が
行
わ
れ
︑
天
皇
皇
后
両
陛
下
が
鵜
飼
を
ご
覧
に
な
る
︒

　
　
　
　
　
二
〇
〇
四
　
　
　
現
在
鵜
匠
︑
長
良
六
人
︑
小
瀬
三
人
︒

　
　
　
　
　
二
〇
一
二
　
　
　
天
皇
皇
后
両
陛
下
が
長
良
川
う
か
い
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
を
ご
視
察
さ
れ
る
︒

令
和
　
　
　
二
〇
一
九
　
　
　
天
皇
皇
后
両
陛
下
が
ウ
ミ
ウ
捕
獲
場
を
ご
覧
に
な
る
︒
　

鵜飼には、1300年以上の歴史がある。織田信長や徳川家康などときの権力者たちに保護されながら、現在まで受け継がれてきた。また文化人たちは、鵜飼に関する

作品を多く残している。さまざまなイメージが想起されてきた鵜飼文化は崇敬の対象であり、ことわざや地名にもなっているほど生活と密接に関わっていた。かつ

て1 5 0か所以上あった鵜飼の漁場も、高度経済成長期に河川環境が悪化し漁業がやりにくくなってしまったことや、鵜飼漁だけでは生活が立ち行かないとして衰退

の一途を辿ってしまっている。これでは歴史ある技術や文化を伝えることが困難である。

・
一
三
〇
〇
年
の
歴
史

1989 年～ 2013 年までの過去 25 年間のウミウの発送先と発送数一覧

岐阜県
岐阜市

43

186

229

岐阜県
関市

17

61

78

広島県
三次市

14

42

56

福岡県
朝倉市

35

8

43

福岡県
うきは市

25

4

29

山梨県
笛吹市

71

34

105

大分県
日田市

12

27

39

山口県
岩国市

83

31

114

愛媛県
大洲市

69

8

77

愛知県
犬山市

11

89

100

京都県
京都市

27

17

44

京都県
宇治市

8

1

9

計
 

415

508

923

時期
 

春季

秋季

計

自ら繁殖させるよりも、購入したほうが安定する。

・
日
本
の
鵜
飼
文
化
の
調
査
と
整
理

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
と
既
存
文
献
の
調
査
か
ら
︑
鵜
飼
文
化
を
４
つ
の
ス
ケ
ー
ル
に
分
け
︑
文
化
を
定
義
し
直
す
︒

鵜飼事業から派生して発現する機能

遺贈価値
存在価値
（国民）

レクリエーション価値 -利用価値
（岸辺からの見物人）

文化継承

鵜飼事業の機能

地域経済へ波及効果
（地域住民、関連産業）

保養・交流・学習

環境
保全

物質
循環

雇用創出
（鵜匠）

（観覧船員）

食料
供給

レクリエーション価値 -利用価値
（観覧船乗客）

伝統漁法が創出する外部経済効果

漁業の対象

生業として
漁業活動

生業として
鵜飼

生業として
漁業活動漁獲の手段

漁獲物の消費

魚資源の豊かさ

野性のウミウの
安定的な捕獲と
一定の労力確保

魚食文化の存在

漁業活動における 3つの側面

各地の鵜飼におけるウミウの飼育方法と飼育数・鵜匠の人数・餌の種類・過去 25 年間の購入数

名称

長良川鵜飼

小瀬鵜飼

嵐山の鵜飼

三次の鵜飼

筑後川の鵜飼

日田鵜飼

笛吹川鵜飼

木曽川鵜飼

宇治川の鵜飼

錦帯橋の鵜飼

大洲の鵜飼

鵜匠人数

6

3

3

3

3

3

17

4

3

4

3

ウミウ飼育数

125

39

14

18

17

21

15

46

14

26

22

餌の種類

ホッケ

ホッケ

マアジ、キス

マアジ、ホッケ

マアジ、イトヨリダイ、アユ、
ウグイ、カマツカ、オイカワ

マアジ、フナ、ウグイ、
オイカワ、カワムツ

サバ

ホッケ

ハス

ホッケ、ニシン、キュウリウオ

マアジ

過去 25 年間の購入総数（春季・秋季）

299(43, 186)

78(17, 61)

44(27, 17)

56(14, 42)

43(35, 8)

39(12, 27)

105(71, 34)

100(11, 89)

9(8, 1)

114(83, 31)

77(69, 8)

飼育方法

個別

集合

造形 文字記録 絵画 制度

②

③

④

⑤

⑥
⑦

⑧⑨⑩

⑪

①

地域性捕獲技術物質文化

地理環境生態

日立市十王町で捕獲されたウミウの数と各個体の体重

2014

秋

16

2.73

           2015

春

17

2.63

秋

14

2.67

          2016

春

35

2.6

秋

25

2.67

           2017

春

71

2.67

秋

12

2.67

           2018

春

83

2.7

秋

69

2.66

2019

春

11

2.75

計

27

2.67

 

捕獲個体数（羽）

平均体重（㎏）

「見せる鵜飼」において見栄えがする大きい若い個体

□ 

通
時
的
ス
ケ
ー
ル

　
　
鵜
飼
に
関
わ
る
﹁
造
形
﹂︑﹁
文
字
記
録
﹂︑﹁
絵
画
﹂︑﹁
制
度
﹂
な
ど
か
ら
通
時
的
な
ス
ケ
ー
ル
で
捉
え
る
︒
か
つ
て

　
　
描
か
れ
た
り
︑
か
た
ど
ら
れ
た
り
︑
記
さ
れ
た
り
︑
謳
わ
れ
た
り
し
た
鵜
飼
を
対
象
と
し
︑
そ
の
表
象
の
歴
史
的
な

　
　
特
徴
と
変
容
に
関
す
る
視
点
で
あ
る
︒
鵜
飼
は
篝
火
の
美
し
さ
や
技
術
の
特
殊
性
か
ら
︑
漁
業
と
い
う
よ
り
︑
芸
術

　
　
作
品
を
見
て
い
る
か
の
よ
う
に
象
徴
的
な
文
化
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
た
︒
太
陽
や
月
の
よ
う
に
例
え
ら
れ
た
り
︑
神

　
　
を
連
想
さ
せ
た
り
と
自
然
の
神
秘
を
感
じ
る
も
の
で
も
あ
っ
た
︒
鵜
飼
に
使
用
さ
れ
る
道
具
に
は
設
計
図
は
な
く
︑

　
　
す
べ
て
手
作
り
で
あ
り
︑[

経
験]

と
し
て
技
術
が
受
け
継
が
れ
る
︒

□ 

共
時
的
ス
ケ
ー
ル

　
　
各
地
の
鵜
飼
に
関
わ
る
﹁
物
質
文
化
﹂︑﹁
技
術
﹂︑﹁
捕
獲
﹂︑﹁
関
係
性
﹂
な
ど
の
共
時
的
な
ス
ケ
ー
ル
で
捉
え
る
︒

　
　
各
地
の
事
例
の
比
較
検
討
か
ら
︑
日
本
に
お
け
る
鵜
飼
文
化
の
共
通
性
や
地
域
性
に
関
し
て
整
理
し
て
い
く
︒
船
に

　
　
乗
っ
て
鵜
を
操
る
﹁
舟
鵜
飼
﹂
や
鵜
匠
が
舟
に
乗
ら
ず
川
の
中
を
歩
い
て
鵜
を
操
る
﹁
徒
歩
鵜
飼
︵
か
ち
う
か
い
︶﹂

　
　
な
ど
︑
漁
の
方
法
や
技
術
に
は
地
域
に
よ
っ
て
特
徴
が
あ
る
︒
し
か
し
装
束
や
道
具
な
ど
物
質
的
な
違
い
は
少
な
い
︒

　
　
ま
た
使
用
す
る
道
具
の
数
も
少
な
く
物
質
文
化
に
依
存
し
な
い
︒

□ 

自
然
科
学
的
ス
ケ
ー
ル

　
　
鵜
の
﹁
生
態
﹂︑
気
象
条
件
の
よ
う
な
﹁
環
境
﹂︑﹁
地
理
﹂
な
ど
の
自
然
科
学
的
な

　
　
ス
ケ
ー
ル
で
捉
え
る
︒
鵜
飼
が
成
り
立
つ
条
件
を
考
え
る
場
合
︑
野
生
の
鵜
が
も

　
　
つ
性
質
に
加
え
︑
そ
の
種
が
本
来
も
っ
て
い
る
で
あ
ろ
う
と
人
間
が
考
え
る
性
質

　
　
も
含
む
行
動
特
性
な
ど
の
側
面
も
無
視
で
き
な
い
︒
捕
獲
が
行
わ
れ
る
海
岸
壁
に

　
　
は
︑
常
に
南
北
方
向
や
吹
上
方
向
に
風
が
吹
く
︒
こ
こ
で
野
生
の
鵜
を
捕
獲
し
て

　
　
利
用
す
る
が
︑
人
に
慣
れ
や
す
い
と
い
う
特
徴
が
あ
る
鵜
は
︑
こ
の
文
化
に
と
っ

　
　
て
最
適
解
で
あ
る
︒
集
団
内
で
の
序
列
を
持
ち
﹁
カ
タ
ラ
イ
﹂
と
呼
ば
れ
る
二
羽

　
　
一
組
で
行
動
す
る
︒
鵜
の
羽
毛
は
︑
親
水
性
が
高
い
︒

□ 

経
済
的
ス
ケ
ー
ル

　
　
生
業
と
し
て
の
漁
業
で
は
な
く
︑
観
光
事
業
と
し
て
の
漁
業
と
し
て
成
立
し
て
い

　
　
る
現
在
の
日
本
の
鵜
飼
に
お
い
て
︑
経
済
的
な
ス
ケ
ー
ル
で
捉
え
る
こ
と
︒
文
化

　
　
と
し
て
の
存
在
価
値
︑
利
用
価
値
を
再
評
価
す
る
︒
漁
業
は
︑
漁
業
の
対
象
︑
漁

　
　
獲
の
手
段
︑
漁
獲
物
の
消
費
と
い
う
三
つ
の
側
面
が
確
立
し
て
い
る
こ
と
で
成
立

　
　
す
る
︒
し
か
し
現
在
︑
鵜
飼
に
お
け
る
漁
獲
の
手
段
の
確
保
は
難
し
い
︒
ゆ
え
に

　
　
鵜
飼
は
生
業
と
し
て
の
漁
業
で
は
な
く
︑
観
光
事
業
と
し
て
存
在
し
て
い
る
︒

　
　
時
が
経
つ
に
つ
れ
観
光
事
業
と
し
て

　
　
扱
わ
れ
る
こ
と
で
︑
歴
史
あ
る
の
姿

　
　
か
た
ち
が
残
る
こ
と
に
つ
な
が
り
︑

　
　
日
本
の
鵜
飼
と
い
う
独
自
性
を
発
現

　
　
し
て
い
る
︒
ま
た
︑
鵜
飼
か
ら
発
現

　
　
す
る
機
能
と
鵜
飼
か
ら
派
生
し
て
発

　
　
現
す
る
機
能
に
見
ら
れ
る
の
は
地
域

　
　
経
済
へ
の
波
及
効
果
や
交
流
・
学
習

　
　
利
用
︑
そ
し
て
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

　
　
的
価
値
で
あ
る
︒

﹁
日
本
の
鵜
飼
文
化
﹂

経
済
的
項
目

共
時
的
項
目

通
時
的
項
目自

然
科
学
的
項
目

現在の鵜匠装束は、風折烏帽子や漁服、胸当などの布製品と、腰蓑や足半などの藁製品からなる。

鵜匠が宮内省狩猟局に所属したことに伴い、鵜飼執行の際に着用する装束が定められ、現在に通じる鵜匠装束としての規範が成立。

近いものを身にまとう鵜匠の姿が江戸時代後期以降の絵画資料で多く描かれている。

江戸時代の歴史藩主に対して、鵜飼を特別なものにみせる必要があったなか、しだいに鵜匠の装束が統一されてきた結果。

重要なのは、

定められた規範が明治以前から

の装束を継承したこと。

江戸中期以前の絵画資料に

描かれている鵜匠の格好はじつに多様

だが、腰蓑を着用する姿が多くみられる。

腰蓑：川漁師が労働着として着用するもの

当時の鵜飼も川漁の一つであった

「日本の鵜飼の特徴」

・過去より野生の鵜を利用してきたこと

・鵜匠と鵜を繋ぐ手縄を使用すること

・徒歩による鵜飼が行われていたこと

・死亡した鵜を供養すること

・ときの権力者の庇護のもとでつづけられていたこと

捕えた鵜が逃げ出すのではないかという恐れ、訓練の未熟さ　ではない

鵜
飼
の
起
源
地
や
開
始
年
代
︑
動
機
に
か
か
わ
る
こ
と
は
正
確
に
分
か
ら
な
い

鵜
飼
が
物
質
文
化
に
ほ
と
ん
ど
依
存
し
な
い

継
承
し
て
い
き
や
す
い
文
化
で
あ
る



ロシア沿海州・北海道

春

秋

「ウミウ捕獲場」：茨城県日立市

②

③

④

⑤

⑥
⑦

⑧⑨⑩

⑪

①

広西チワン族自治区 広東省

湖南省

江西省

福建省

江蘇省

浙江省

上海

雲南省

四川省

重慶市

湖北省

河南省

山東省

長江

黄河

貴州省

北京市

安徽省

AorB

D

C

D

鵜の飛来航路

捕獲した鵜の行先

観光交流

文化・技術交流

中国の鵜飼漁場

➀
　
福
岡
県
朝
倉
市
：
筑
後
川
鵜
飼

➁
　
大
分
県
日
田
市
：
日
田
鵜
飼

➂
　
山
口
県
岩
国
市
：
錦
帯
橋
の
う
飼

➃
　
広
島
県
三
次
市
：
三
次
の
鵜
飼

➄
　
愛
媛
県
大
洲
市
：
大
洲
観
光
鵜
飼

➅
　
京
都
府
京
都
市
：
嵐
山
鵜
飼

➆
　
京
都
府
宇
治
市
：
宇
治
川
鵜
飼

➇
　
岐
阜
県
岐
阜
市
：
ぎ
ふ
長
良
川
鵜
飼

➈
　
岐
阜
県
関
市
：
小
瀬
鵜
飼

➉
　
岐
阜
県
各
務
原
市

　
　
　
愛
知
県
犬
山
市
：
木
曽
川
の
う
か
い

⑪
　
山
梨
県
笛
吹
市
：
石
和
鵜
飼

・
日
本
の
鵜
飼
文
化
の
位
置
づ
け

現
在
は
︑
出
張
鵜
飼
と
い
う
も
の
も
存
在
し
︑
現
在
行
わ
れ
て
い
る
十
一
か
所
に
限
ら
ず
鑑
賞
す
る
こ
と
が
で
き
る
︒
ま
た
鵜
飼
サ
ミ
ッ
ト
な
ど
の
小
規
模
な
交
流
と
日
本
国
内
だ
け
で
は
な
い
︒

文
化
・
技
術
の
交
流
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
も
展
開
さ
れ
て
い
る
︒

鵜
を
捕
獲
し
て
運
搬
す
る
段
階
か
ら
︑
鵜
の
飛
来
航
路
な
ど
を
含
む
文
化
圏
を
広
げ
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
作
成
す
る
︒

文
化
圏
を
広
げ
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
︑
鵜
を
捕
獲
す
る
と
こ
ろ
か
ら
展
開
さ
れ
て
い
く
こ
と
か
ら
︑
ウ
ミ
ウ
捕
獲
場
が
重
要
な
拠
点
と
考
え
る
︒

鵜
の
岬
と
い
う
ウ
ミ
ウ
捕
獲
場
と
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
繋
げ
て
い
く
こ
と
か
ら
は
じ
め
る
こ
と
で
︑
鵜
飼
と
い
う
文
化
を
繋
げ
て
い
く
基
盤
を
作
る
︒

そ
の
た
め
に
は
文
化
の
拠
点
が
必
要
で
あ
る
︒
ま
た
文
化
自
体
の
存
在
を
尊
重
す
る
と
と
も
に
地
域
と
し
て
も
未
来
に
受
け
継
い
で
い
こ
う
と
思
え
る
よ
う
な
計
画
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
︒

日
本
の
鵜
飼
開
催
地

各
地
の
鵜
飼
い
漁
の
実
施
主
体
と
そ
の
特
徴

九州・沖縄

実施場所

福岡県朝倉市

大分県日田市

山口県岩国市

広島県三次市

愛媛県大洲市

京都府京都市

京都府宇治市

岐阜県岐阜市

岐阜県関市

愛知県犬山市

山梨県笛吹市

実施主体

原鶴温泉旅館協同組合

鵜飼保存会

岩国市

三次市観光協会

大洲観光協会

嵐山通船株式会社

宇治市観光協会

鵜匠

小瀬鵜飼保存会

犬山市・各務原市

笛吹市

特徴を示すキーワード

漁獲物を市場に卸す「生業漁業の鵜飼」

大型遊覧船による鵜飼鑑賞

400 年の歴史、鮎漁としての鵜飼

日本一長い手縄の使用、鵜舟と遊覧船の並走

「あわせ鵜飼（鵜舟と客船が併走）」

平安時代からの歴史ある鵜飼

「女性鵜匠」「人工孵化」「放ち鵜飼」

宮内庁式部職鵜匠「総がらみ」

宮内庁式部職鵜匠「狩り下り」と「付け見せ」

犬山城を背景にした昼鵜飼

「徒歩鵜飼」

名称

筑後川の鵜飼

日田鵜飼

錦帯橋の鵜飼

三次の鵜飼

大洲の鵜飼

嵐山の鵜飼

宇治川の鵜飼

長良川鵜飼

小瀬鵜飼

木曽川鵜飼

笛吹川鵜飼

・
現
在
の
ウ
ミ
ウ
捕
獲
場
﹁
鳥
屋(

と
や)

﹂

N

10m

20m管理小屋：海抜約 23m
　　　　　高さ 2,800mm 保管小屋：海抜約 23m

　　　　　高さ 2,500mm

ウミウ捕獲場「鳥屋」：海抜約 15m

見張り場➀

見張り場➁

見張り場➂

3,600mm

2,
70
0m

m

2,300mm

14
,00

0m
m

50
0-
80
0m

m

2,
10
0m

m

と や
鳥屋

国民宿舎

レストラン

ト
ン
ネ
ル
：
約

90m

入浴施設

見
張
り
場
か
ら
鳥
屋
ま
で
は
︑
堆
積
層
を
く
り
抜
い
て
作
ら
れ
た
ト
ン
ネ
ル
の
階
段
を
下
り
て
ゆ
く
︒

鳥
屋
周
囲
に
は
︑
外
か
ら
内
部
が
見
え
な
い
よ
う
に
稲
藁
を
編
ん
で
作
っ
た
筵
が
張
ら
れ
て
い
る
︒

海
側
の
筵
に
は
︑
捕
獲
す
る
と
き
に
ウ
ミ
ウ
の
位
置
や
姿
を
確
認
す
る
た
め
の
の
ぞ
き
穴
が

計
二
四
か
所
︵
二
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
四
方
︶
開
け
ら
れ
て
い
る
︒

間
隔
は
︑
平
均
四
一
・
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
︒

ニ
ワ
に
は
︑
一
〇
〇
～
一
五
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
間
隔
で
計
五
羽
の
お
と
り
が
置
か
れ
て
い
る
︒

1,700m
m

2,100mm300-500mm

15
0m

m

ニワ

ウ
ミ
ウ
捕
獲
場
﹁
鳥
屋
﹂
周
辺

鳥
屋 -

材
料
と
構
成

鳥
屋 -

断
面
図

藁
　
　
　
　
　
　
　
　
竹
　
　
　
　
　
木

海
岸
壁
に
設
け
ら
れ
た
鳥
屋
は
︑
夏
季
に
な
る
と
台
風
や
潮
風
の
影
響
で
周
囲
の
筵
が
破
損
ず
る
︒

鵜
獲
り
師
た
ち
に
よ
っ
て
秋
の
捕
獲
シ
ー
ズ
ン
が
始
ま
る
前
に
補
修
さ
れ
る
︒

Scale ： 1 / 50

A
・
・
・
漁
師
み
ず
か
ら
で
繁
殖
さ
せ
た
カ
ワ
ウ
を
利
用
し
︑
自
由
に
魚
を
捕
ら
せ
る

B
・
・
・
漁
師
み
ず
か
ら
で
繫
殖
さ
せ
た
カ
ワ
ウ
を
利
用
し
︑
刺
し
網
に
魚
を
追
い
込
む

C
・
・
・
外
部
か
ら
購
入
し
た
カ
ワ
ウ
を
利
用
し
︑
自
由
に
魚
を
捕
ら
せ
る

D
・
・
・
外
部
か
ら
購
入
し
た
カ
ワ
ウ
を
利
用
し
︑
刺
し
網
み
魚
を
追
い
込
む

ウ類への働きかけの違い

野生のウ類　　 おとりのウミウ　　動物園のウ類　　  日本の鵜飼　　   中国の鵜飼

給餌の管理

飼育環境の整備

行動の介入

生殖の介入

・
日
本
の
鵜
飼
技
術

移
動
手
段
に
よ
る
分
類

﹁
舟
鵜
飼
﹂-

鵜
舟
を
利
用

﹁
徒
歩
鵜
飼
﹂-

河
川
や
川
の
な
か
を
歩
い
て
移
動

操
業
時
間
に
よ
る
分
類

﹁
昼
川
﹂-

昼
間
に
漁
を
行
う

﹁
夜
川
﹂-

夜
間
に
漁
を
行
う

手
縄
の
有
無
に
よ
る
分
類

﹁
繋
ぎ
鵜
飼
﹂-

鵜
匠
が
鵜
に
手
縄
を
つ
け
る

﹁
放
ち
鵜
飼
﹂-

手
縄
を
使
用
し
な
い

鵜
の
使
役
方
法
に
よ
る
分
類

﹁
逐
鵜
﹂-

鵜
を
使
っ
て
刺
し
網
に
魚
を
追
い
込
む

﹁
獲
り
鵜
﹂-

鵜
に
自
由
に
魚
を
捕
ら
せ
る

時
代
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
が
︑
か
つ
て
は
多
く
の
地
域
で
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
︒

鵜舟
 う ぶ ね

鵜匠
 うしょう

篝棒
かがりぼう

篝火
かがりび

鵜 (海鵜)
   う　　  う み う

松割木
 まつわりき

篝
 かがり

手縄
 た な わ

鵜を操る縄．
鵜匠が最大 12本を同時に操る．

飼い慣らして、水に潜って魚を取らせる．

鵜飼をするための舟．
槙という木材を使用．

＋
とも乗り
鵜舟を操る．
責任者．

篝をぶら下げる棒．

篝火を燃やす鉄製のカゴ．

照明用に使う松の割木．

鵜飼の照明．
﹁
カ
ワ
ウ
に
自
由
に
魚
を
獲
ら
せ
る
漁
法
﹂
と
﹁
カ
ワ
ウ
を
利
用
し
て
刺
し
網
に
魚
を
追
い
込
む
漁
法
﹂

﹁
自
ら
が
繁
殖
さ
せ
る
カ
ワ
ウ
の
入
手
方
法
﹂
と
﹁
ほ
か
の
漁
師
が
繁
殖
さ
せ
た
カ
ワ
ウ
を
購
入
し
て
入
手
す
る
方
法
﹂

こ
の
よ
う
な
技
術
の
違
い
は
︑
川
幅
や
流
速
と
い
っ
た
漁
場
環
境
の
違
い
を
反
映
し
て
お
り
︑
使
用
さ
れ
る
舟
の
構
造
に
も
違
い
を
生
み
出
す

・
中
国
の
鵜
飼
に
お
け
る
漁
法
と
カ
ワ
ウ
の
入
手
方
法
の
タ
イ
プ
と
地
域
性



2,015 3,100

2,290 1,1405,500

1,580 2,830 4,830

２，新ウミウ捕獲場（鳥屋）　外観パース

全て自然素材とする。垂直方向に崖に沿った木の壁には、いづれ直物が生い茂る。定期的に人の手で修復することで、経験をつなぐ。

3，集会所、農産物直売所、展望デッキ　外観パース

鵜飼文化と敷地に根差した形状や素材とする。二重の梁で高さを抑え、ブレースで視線を遮らないよう下で確保する。

4，鵜の小屋、植物ハウス　外観パース

ここは簡易な構造とする。木々が生い茂る場所であるため、波板ポリカを使用し日光、天空光を確保する。

２，新ウミウ捕獲場（鳥屋）　内観パース

崖上につながる。既存の道を延長し、構造補強する。

２，新ウミウ捕獲場（鳥屋）　内観パース

葦の隙間やルーバーから程よく落ちる光と海を切り取る開口。

4，鵜の小屋　内観パース

鵜飼文化や鵜の生態に沿う。

1, ギャラリー　外観パース

葦の隙間やルーバーから程よく落ちる光と海を切り取る開口。

３，農産物直売所　外観パース

戸を上げて、農産物のイベント等を行える。

S =１/５０　植物ハウス　E-e 断面図S =１/５０　鵜の小屋　D-d 断面図　S =１/５０　集会所、展望デッキ　B-b 断面図　

S =１/５０　新ウミウ捕獲場（鳥屋）、ギャラリー　A-a 断面図

S =１/５０　農産物直売所　C-c 断面図

・
建
築
全
体
図

こ
の
場
所
で
生
ま
れ
る
流
れ



・
四
つ
の
ス
ケ
ー
ル
か
ら
な
る
要
素
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

清流

鵜

海藻

鮎

鮎鮓
カタライ

シントリ

海風

川

天候

親水性

黒い羽

木

糞

肥料

鵜小屋

崖

おとり
慣れやすい

害鳥

花崗岩

粘板岩

日本最古の地層

農地

太陽

海

鵜飼文化

□
自
然
科
学
的
ス
ケ
ー
ル

風折烏帽子

漁服

胸あて

腰蓑

足半

徒歩鵜飼

舟鵜飼

鵜舟

篝火

繋ぎ鵜飼
手縄

麻

首結い

腹掛け

櫂

棹

カタライ

シントリ

ハシカケ

鵜籠

艫乗り

中乗り

カギ棒

捕獲場

コウヤマキ

鵜小屋

網

竹

葦

石

人工造林地

木材
農業

太陽

海

鵜飼文化

□
共
時
的
ス
ケ
ー
ル

観覧船
鵜舟

鮎

鮎鮓

淡水漁業

観光

交流

学習

コウヤマキ

林業

天気

海藻

御料場

宮内庁

鵜

中国

暮らし

資源

重要文化財

屋形船

レクリエーション

後継者

式部職鵜匠
捕獲

販売

栄養学

太陽

海

鵜飼文化

□
経
済
的
ス
ケ
ー
ル

□
通
時
的
ス
ケ
ー
ル太陽

鳥屋

野性性

権力

月

鵜飼図

中国

短歌

古事記

日本書紀

埴輪

大衆

ことわざ

地名

隋書

献上品

世襲制

城

鵜舟

コウヤマキ

神話
皇室

海

鵜飼文化

﹁
捕
獲
す
る
﹂　
　
　
　
　
　
　
　
　
　    

　
　
　                    

﹁
生
活
・
訓
練
す
る
﹂　
　
　
　
　
　
　
　
　
　        

﹁
副
産
物
を
得
る
﹂　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

　 

﹁
観
察
・
研
究
す
る
﹂

こ
こ
に
は
保
養
・
交
流
・
学
習
と
い
っ
た
鵜
と
人
間
の
適
度
な
距
離
感
や
関
係
性
が
存
在
し
て
い
る
︒
し
か
し
そ
の
関
係
性
の
な
か
に
存
在
す
る
建
物
︵
建
築
︶
の
役
割
は
︑
人
間
が
動
物
と
し
て
の
鵜
の
行
動
に
介
入
し
て
い
き
完
結
さ
せ
て
し
ま
っ
て
い
る
︒

・
鵜
飼
文
化
と
人
間
の
関
係
性

・
鵜
飼
文
化
の
成
立
条
件
を
基
と
し
た
考
察

関わりすぎない

人に慣れやすい

　 中国江西省：鄱陽湖

　　　　3,200-150

　　　　　 8.4

　　　     25

          16.5

　　　　　 101

多数

刺し網、定置網、船曳き網、

貝曳き網、籠漁など

面積（㎞ ²）

平均水深（ⅿ）

最大水深（ⅿ）

水面標高（ⅿ）

生息魚種（種）

商品価値のある魚種

漁法

北マケドニア：ドイラン湖

          42.2

           6.5

          10.4

          146

           15

11 種

刺し網、定置網、地曳き網、

延縄、籠漁など

　 日本滋賀県：琵琶湖

           670

           41.2

          103.5

           84.3

            58

10 種程度

刺し網、定置網、底曳き網、

沖すくい網など

　　　ソウギョ、オアウオ、

コクレン、ハクレン、コイ、

フナ、カワイワシ、モツゴ、

ドンコ、ツチフキなど

　　　　ローチ、チャブ、コイ、

ラッド、キベリオブナ、テンチ、

ブリーク、ヨーロッパオオナマズ、

パーチなど

　　　　　　アユ、ニゴロブナ、

ゲンゴロウブナ、ヨシノボリ、

イサザ、ワカサギ、ホンモロコ、

スゴモロコなど

動物

狩猟の対象：人間が生きていくうえで不可欠な食料や物資を確保するために捕獲される動物のこと

生産の対象：肉・毛・乳・卵などを人間社会に提供する動物のこと

生業の手段：動植物の探索や捕獲、農具や橇の牽引、人の移動や荷物の運搬などで利用される動物のこと

生業活動で利用される動物は、利用目的の違いに応じて 3 つに分けることができる。

鵜飼で利用されるウミウは、手段としての動物である。

漁の手段として利用する場合、漁師たちはウミウを人間や漁船に慣れさせ、特殊な漁法に適した行動特性を獲得させる。

一連の漁業活動において、ウミウが人間を恐れ続け、逃げ出すようではいけない。

一方で、飼育の過程で家畜動物特有の性質を過度に獲得されてもいけない。

動物は世代を超えて人間の介入を受け続けると、祖先野生種とは異なる性質を持つようになる。

漁獲効率の低下

鵜飼の現場では、ウミウに家畜動物特有の性質を過度に獲得させないための働きかけも重要となる。

鵜飼文化における鵜と人とのかかわりを理解するために、相反する二つの志向性を捉え、

鵜匠や鵜獲り師が双方のバランスをいかにして調整しているのか、ウミウが個々の局面で

どのような反応を示し返すのか。

鵜匠や鵜獲り師の知識や技術

ウミウの生態や行動

人間に慣れさせるだけでなく、逆に人間に慣れさせすぎず、その野生性を保持しなければならない。

（野生性とは、野生種がもつ性質に加え、その主が本来持っているだろうと人々が考える性質も含む概念）

野生のウミウを捕獲することに意味がある。

﹁
飼
い
慣
ら
す
﹂
だ
け
で
な
く
︑﹁
飼
い
慣
ら
し
す
ぎ
な
い
﹂
と
い
う
働
き
か
け

捕食方法　　　　　　　　　　　鳥類

潜水型　　　　　脚潜型

　　　　　　　　翼潜型

突入型　　　　嘴から入水

　　　　　　　脚から入水

待ち伏せ型

横取り型

ウ類、アビ類（アビやオオハムなど）、カイツブリ類、

アイサ属（ウミアイサやカワアイサ）、ハジロ属など

ウミスズメ類（ケイマフリやウトウ、エトピリカ、ウミガラスなど）、

モグリウミツバメ類、ペンギン類、カワガラスなど

アジサシ類（アジサシ、コアジサジなど）、カツオドリ類、

カワセミ類（カワセミやヤマセミ）、カッショクペリカンなど

タカ類（ミサゴ、オジロワシ、オオワシなど）

サギ類（アオサギ、ダイサギ、ササゴイ、ヨシゴイなど）

グンカンドリ、トウゾクカモメなど

鵜
で
あ
る
こ
と

野
生
の
ウ
ミ
ウ
は
新
た
に
お
か
れ
た
環
境
に
慣
れ
や
す
い
性
質
を
も
つ

鵜
飼
の
技
術
体
系
の
誕
生
に
か
か
わ
る
条
件
の
一
つサイズや獰猛さ、性格などから一番の最適解。

変化 動物種

垂れ耳や長耳になる

鼻口部の縮小

顎や歯の小型化

頭蓋骨や脳容量の縮小

巻尾や長尾になる

色変わり（色素脱失）

従順さ

情動反応の低下

成獣の幼化現象

早期の性成熟

ウサギ、ネズミ、イヌ、ネコ、キツネ、ブタ、ヤギ、ヒツジ、ウシ、フェレット、アルパカ、ラクダ、ロバなど

ネズミ、イヌ、ネコ、キツネ、ブタ、ヤギ、ヒツジ、ラクダなど

ネズミ、イヌ、ブタなど

ネズミ、イヌ、ネコ、ミンク、ブタ、ヤギ、ヒツジ、ウシ、フェレット、ヤク、リャマ、ウマ、ロバなど

イヌ、キツネ、ブタなど

ネズミ、イヌ、ネコ、キツネ、ミンク、ヤギ、ヒツジ、ウシ、ウマ、アルパカ、ラクダ、など

多くの家畜動物

多くの家畜動物

ネズミ、イヌ、キツネなど

ネズミ、イヌ、ネコ、キツネなど多くの家畜動物

形
態
学
的
な
変
化

行
動
特
性
の
変
化

家畜化の過程でみられる変化

鵜捕り師たちが建て直す

鵜飼文化には、自然を読み、技と向き合い、みずからが飼い慣らした動物によって獲物をしとめること自体に面白さが存在する。

自然と対峙する技は、日々のたゆまぬ努力の結果であり、そこに鵜飼の醍醐味がある。

そのときの醍醐味や気持ちの張り合いが技と向き合う意欲をさらに掻き立てている。

生業としての鵜飼は、漁獲で得られる利益が何よりも重要である。

それに加えて、鵜飼では道具を工夫し、自然を読み、みずからが飼い慣らした鵜によって獲物を得る。

流動的な関係

自ら作る道具・場所

時間をかけてつくり上げる

ウミウ捕獲場（鳥屋） 鵜小屋・文化

鵜獲り師 鵜匠たち

背
景
の
魚
食
文
化 —

 

漁
の
技
術
を
規
定
す
る
要
因

鵜
飼
の
面
白
さ
や
掻
き
立
て
ら
れ
る
意
欲
を
生
む
こ
と

魚食文化の例として、琵琶湖の例を挙げる。

冷蔵運搬技術の発展や道路交通網の整備による海水魚の流通拡大、高度経済成長期における河川や湖沼の水質汚染などが要因で、

日本において淡水魚を食べる習慣が近代以降、次第になくなってきている。

このような時代背景から、限られた魚食文化が漁撈技術を規定しており、日本人には多種多様な淡水魚を購入して調理するという

習慣がないため、漁獲物の販売をともなわない観光鵜飼だけが残っている。

魚食文化における生息魚種や漁法の対比

・
鵜
飼
文
化
と
人
間
の
生
活
が
連
な
る
場
所
と
な
る
要
素

多

構成

集合 分散単一

シ
ン
ト
リ

個
体
数

カ
タ
ラ
イ

棒・丸太 水平面

道具再利用

囲い （開放）

囲い （閉鎖）

風雨遮蔽

気候

高さ

管理維持

施工性

開口

姿勢確保

領域確保

内部環境

生息環境

距離

用途付加

誘目性

人との関係の調整
生態への対応

景観

材料

１
︐
材
料
と
な
る
モ
ノ
を
介
し
て

    

鵜
飼
文
化
と
人
間
の
関
係
を
つ
く
る

　水湿に強く耐久性があり黒ずみにくいため鵜舟をはじめ、建築資材としても利用されてい

る。根は浅く、土壌など環境条件に対する要求度が低く、空気中の窒素を固定する根粒菌と

共生するため、岩尾根などの養分が少ない環境でも生育できる。病虫害の被害も少なく、用

材として節があっても柔らかく加工しやすいため枝打ち材でなくても高価に取引され、将来

的に手のかからない樹木である。和歌山のほか、奈良、滋賀、岐阜、宮崎など、鵜飼場各所

に人工造林地がある。
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業
と
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ウ
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キ
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高
野
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　日本最古の歴史書「日本書紀」(702 年 ) にも、その名が記されている。「日本書紀『神代

上 (第八段 )』」には、スサノオノミコトが「尻かくれの毛」を抜いて放つと槇になったこと、

槇で寝棺 (棺桶 ) を作れと言ったという内容が記されている。崇敬な神秘的なものとして扱

われてきた鵜飼に利用されていた、鵜舟の材料もまたそうなのである。

歴
史
の
な
か
で

対
応
と
調
整

　鵜が利用する形態として、棒・丸太、水平面、開放された囲い・閉鎖された囲い・鵜飼には

使えなくなった鵜舟を再利用するなどとする。この形態を、自然環境に近づけていくよう、床

の無い地面の上の暮らしやヒエラルキーのある鵜に合わせて寝室の高さはさまざまなど。

利
用
形
態

　茨城県日立市十王町鵜の岬で捕獲され、鵜匠のもとへとやってきた若い鵜は、「シントリ」

と呼ばれる。人間や他の鵜たちに慣れるまで、一羽で過ごすことになる。鵜は、集団行動を嫌

うという生態を持つが、ペアでなら行動する。ここにオスメスの区別はない。このペアを「カ

タライ」という。カタライとなった 2羽は、移動するときや寝るときも一緒。給餌の時間や日

光浴、もちろん鵜飼のときには、カタライのペアを基本として、集団で行動する。この生態に

合わせて、個体数と構成を決定する。

個
体
数
と
構
成

　鵜の生態への対応として、利用する部分のみではなく、利用しない部分との関係性をあら

わす。また人間と鵜双方にとって利用しやすい環境をつくり鵜と関わるため調整と、建築後

に関わる人々と社会的な関係を築くため調整を行う。生態に合わせた計画を行い、人間との

一定の距離を確保し、鵜飼から連想される神秘的な自然景観と繋げていく。　
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互
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溶
け
込
ま
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る

　既存の管理小屋、保管小屋、ウミウ捕獲場は簡易的な造りとなっている。この場所における

鵜飼文化から考える建築の要素として、鵜においては「副産物を得る」、「観察する」、「研究す

る」、「適度な距離を保つ」こと、文化システムとしての鵜飼においては、それを受け継いでい

く鵜獲り師のような人々本人の心的な動機や気持ちが生まれることが大切である。分断されて

いるウミウ捕獲場と地域のコミュニティを繋ぐことに、建築の視点で貢献するには、その地域

のもとから存在していた魅力を取り込まなければならない。鵜飼文化を地域コミュニティの一

部とする、関わらせる。
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鵜飼文化のさまざまな存在を確認できるが、その多くは私たちの生活の中

からでは感じにくく、接続が困難である。既存の建築も同様に多方面から

機能している要素との関係性は切断されている。本設計では、切断された

ネットワークを繋ぐことで、次の 3つを目的とする。

1)　　鵜飼文化発信の拠点として機能を果たす。

2)　 ウミウ捕獲場と地域コミュニティの繋がりを生む。

3)　 地域住民・観光客の訪問促進。

文化の拠点とするべく、4つのプログラムを複合化し、

鵜飼文化と人間生活が連なる場所を提案していく。
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